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　西表島では、５月になると白い花（写真）が樹冠

全体を覆うように咲いている木が見られます。こ

れはツバキ科のイジュ（Schima wallichii subsp. 

liukiuensis）で、日本、台湾、中国南部、東南アジア

に分布し、基本種（S. wallichii subsp.wallichii) を

含めるとヒマラヤから東南アジア全域までの広い

範囲に分布しています。

　イジュは胸高直径 50 cmに達する常緑高木で

す。材は強靱でシロアリに強く、建築材に利用され

ます。花の白と新葉の赤が美しく、庭園樹や街路樹

などに植栽されています。海外では基本種を含め

ると建築材の他に家具材、パルプ、燃料、飼料（葉）、

染料（樹皮）、医薬（葉、根）など様々な用途に利用さ

れています。また、イジュは、首里王府によって私

的な伐採・売却を禁じられた樹種のひとつとなっ

ていました。現在でも、沖縄県はイジュを造林樹種

のひとつに指定し、これまでに精英樹候補木を選

抜しています。

　精英樹候補木をもとにイジュの育種を進めるた

めには、開花結実習性の把握や人工交配が必要で

す。そこで、平成 26年度から開花結実習性の調査

と人工交配技術の開発に取り組みました。

　まず、西表熱帯林育種技術園内で個体の着花数

と小枝の蕾の開花を調査しました。４個体の開花

期間は 27～45日間と長く、個体 108が開花を終

える頃にようやく個体109は開花し始め、両個体

の開花期の重なりは僅かでした（図）。また、開花は

小枝の基部から先端に向かって進み（写真）、開花

期間は１個の花で平均 2.4日間、10個以上の蕾が

ある小枝で８～17日間でした。

　人工交配では、先ず開花直前の蕾を開いて雄し

べの先を切り取り、それを小瓶に入れて冷蔵しま

した。次に交配する枝を選び、ツバキの例を参考に

白いつぼみから花弁と雄しべを切り取り、雌しべ

を露出させました。その後、筆を使って小瓶の中の

花粉を柱頭に授粉しました。数個の蕾を同様に処

理した後、昆虫の訪花を防ぐため小枝全体を交配

袋で覆いました。その結果、秋には少量ですが交配

種子が得られました。この種子を播き、現在苗木に

育てているところです。

　開花習性の把握では複数年のデータから年によ

る違いを検討することが必要です。また、人工交配

では充実種子を効率的に生産できることが必要で

す。このため、引き続き開花習性の調査と交配技術

の開発に取り組みます。

（海外協力部　西表熱帯林育種技術園　板鼻直榮）

１．はじめに

　前号では、木部を構成している細胞について紹

介しました。針葉樹材では軸方向に配列する仮道

管が主要な構成要素をなしており、水分通道と樹

体支持の機能を果たしています。一方、広葉樹材

では水分通道と樹体支持は異なる細胞により担わ

れています。前者は道管要素、後者は木部繊維と

よばれます。近年、草本植物を用いた研究から道

管要素や木部繊維の発達を決定するマスター遺伝

子が発見されました。そこで、本号では各細胞の

発達を制御する遺伝子について概説します。

２．道管要素の発達制御

　道管要素の発達では、VASCULAR-RELATED 

NAC-DOMAIN6（VND6）とVND7が重要な役割を

もっています。両遺伝子はVNS（VND/NST/SMB）

転写因子ファミリーに属します。モデル植物のシロ

イヌナズナにおいて、VND7は原生木部道管（らせん

状に二次壁が堆積した道管）の、VND6は後生木部

道管（網目状に二次壁が堆積した道管）の発達を制

御するマスター転写因子であることが示されていま

す。

３．木部繊維の発達制御

　木部繊維の発達を制御するマスター転写因子は、

NAC SECONDARY WALL THICKENING 

P R OMOT I NG  F A C TOR1（N S T1）と

SECONDARY  WALL -ASSOC IATED  

NAC-DOMAIN PROTEIN1（SND1）/NST3です。

NST1とSND1/NST3は、VND6やVND7と同様に

VNS転写因子ファミリーに属しています。NST1と

SND1/NST3は機能が重なっており、一方の遺伝子

のみを破壊したシロイヌナズナでは顕著な表現型の

変化は見られません。しかし、２つの遺伝子を同時に

破壊すると木部繊維の細胞壁肥厚が著しく阻害され

ます。

４．樹木のVNS転写因子と木部形成

　VNS転写因子ファミリーは陸上植物において

幅広く保存されています。例えば、ヒメツリガネ

ゴケではVNS転写因子が通水細胞や支持細胞の

形成に関わっています。ポプラにおいては12個

のVNS転写因子が二次木部で発現しており、こ

れらの遺伝子を過剰発現させた植物体では異所的

に細胞壁が肥厚します。一方で、シロイヌナズナ

でみられたVNS転写因子の明瞭な機能分化（道管

の制御はVND6とVND7、木部繊維の制御は

NST1とSND1/NST3）は、ポプラのVNS遺伝

子では認められません。カナダトウヒではVNS

転写因子であるPgNAC7が二次木部で強く発現

し、二次壁合成に関連する遺伝子群の転写を活性

化しています。これらのことから、広葉樹や針葉

樹においてもVNS転写因子が二次木部の形成制

御に関わっていると考えられます。

５．最後に

　木部形成の分子機構は複雑なネットワークを形

成しています。VNS転写因子はネットワークの

上流で機能しており、下流の転写因子や構造遺伝

子（例えば、セルロース合成酵素遺伝子）を制御

しています。転写制御ネットワークはシロイヌナ

ズナで解明が進んでおり、樹木においても同様の

制御システムが働いているかは興味深い疑問で

す。森林バイオ研究センターでは、木部形成に関

与する遺伝子の機能解析を進めることにより、樹

木のバイオマス増産を目指した研究に取り組んで

います。

（森林バイオ研究センター　高田直樹）
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イジュの開花期間と人工交配の取組 木質の構造と遺伝子（２）

写真　イジュの花

図　イジュ４個体の開花経過


